
全
壊

・
半
壊
１
６
７
棟

補
助
対
象
の
可
能
性
が

12
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
報
道
は

「西
日
本
豪
雨
で
全
壊

・
半

壊
の
判
定
を
受
け
た
家
屋
の

解
体
費
用
に

つ
い
て
、
国

（環
境
省
）
が

『
罹
災
証
明

が
あ
れ
ば
、
無
条
件
で
全
額

を
補
助
す
る
』
と
補
助
制
度

を
拡
充
し
た
が
、
大
き
な
被

害
を
受
け
た
自
治
体
で
は
江

津
市
の
み
が
活
用
し
な
か
っ

た
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

市
内
の
被
災
家
屋
の
判
定

は
、
全
壊
48
棟

・
半
壊
１
１

９
棟
に
上
り
、
報
道
を
受
け

て
日
本
共
産
党
江
津
市
委
員

会
に
も
、
市

へ
の
憤
り
や
今

後
の
対
処
の
相
談
の
連
絡
が

入
っ
て
い
ま
す
。

す
み
や
か
に
解
体
す
る

必
要
性
が
条
件
？

党
市
議
団
の
多
田
伸
治
市

議
が
江
津
市
役
所

へ
問
い
合

わ
せ
る
と
、
担
当
課
は

「環

境
省
の
18

年
８
月
３
日
付

『事
務
連
絡
』
が
島
根
県
か

ら
送
付
さ
れ
、
補
助
制
度
拡

大
は
把
握
し
た
が
、

『
生
活

環
境
保
全
上
の
支
障
と
な
っ

て
い
る
損
壊
家
屋
』

『
す
み

や
か
に
解
体

・
撤
去
作
業
を

行
う
必
要
が
あ
る
』
と
あ
り
、

対
象
と
な
る
家
屋
が
な
い
と

判
断
し
た
」
と
説
明
。
ま
た

「美
郷
町
も
同
様
に
対
応
し

て
お
り
、
市
と
し
て
業
務
を

回
避
し
た
わ
け
で
は
な
い
」

と
強
調
し
ま
し
た
。

環
境
省
や
他
自
治
体

へ

の
聴
き
取
り
で
は
…

し
か
し
、
多
田
市
議
が
環

境
省

へ
確
認
す
る
と

「補
助

対
象
の
条
件
に
解
体
の
緊
急

性
な
ど
は
関
係
な
い
。
被
災

に
よ
り
解
体
す
る
家
屋
は
災

害
廃
棄
物
と
な
り
、
す
べ
て

補
助
制
度
の
対
象
と
な
る
。

住
民
の
意
向
を
確
認
し
た
上

で
行
政
が
解
体
し
た
家
屋
、

住
民
が
解
体
し
て
市
が
対
応

す
る
手
続
き
を
行
っ
た
家
屋

の
ど
ち
ら
も
補
助
対
象
と
な

る
。
環
境
省
と
し
て
、
被
災

地
の
全
て
の
家
屋
は
把
握
で

き
て
い
な
い
た
め
、
制
度
を

活
用
す
る
か
ど
う
か
は
、
自

治
体
の
判
断
」
と
回
答
。

川
本
町
や
坂
町
は

「半
壊

以
上
と
判
定
さ
れ
、
住
民
が

解
体
を
希
望
し
た
家
屋
は
全

て
対
象
と
し
た
。
緊
急
性
は

条
件
と
し
て
い
な
い
」
と
江

津
市
と
は
異
な
る
認
識
を
示

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
美
郷

町
は

「Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
の
取
材

は
受
け
て
い
な
い
。
当
時
ど

う
対
応
し
た
の
か
確
認
中
」

と
回
答
し
ま
し
た
。

被
災
者
本
位
の
対
応
だ
っ

た
か
？

同
じ
補
助
制
度

へ
な
ぜ
異

な
る
対
応
だ
っ
た
の
か
、
江

津
市
か
ら
明
瞭
な
回
答
は
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

『事
務

連
絡
』
を
出
し
た
環
境
省
や

島
根
県

へ
問
い
合
わ
せ
て
は

お
ら
ず
、
独
自
の
判
断
が
結

果
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た

「対
象
家
屋
が
な
い

た
め
、
住
民

へ
意
思
確
認
は

し
て
い
な
い
。
問
い
合
わ
せ

も
な
い
」
と
し
て
い
ま
す
が
、

住
民
は
補
助
制
度
の
存
在
を

知
り
ま
せ
ん
。
問
い
合
わ
せ

よ
う
の
な
い
不
親
切
な
対
応

で
す
。

一
方
、
18
年
８
月
頃

に
川
越
地
区
で

「解
体
す
る

か
ど
う
か
」
の
意
思
確
認
が

行
わ
れ
て
お
り
、
不
可
解
な

動
き
で
す
。

川
本

・
坂
の
状
況
か
ら
、

対
応
の
差
は
自
治
体
が
被
災

者
の
立
場
に
立
て
て
い
た
か

ど
う
か
の
差
で
す
。
半
壊
の

家
を
修
繕
し
て
住
ん
で
い
る

人

・
家
を
放
置
せ
ざ
る
を
え

な
い
人

・
自
費
で
解
体
し
た

人
な
ど
、
生
活
再
建
に
影
を

落
と
し
て
い
ま
す
。
江
津
市

も
環
境
省
も

「も
う
補
助
は

受
け
ら
れ
な
い
」
と
し
て
い

ま
す
が
、
補
助
制
度
を
活
用

し
な
か
っ
た
責
任
と
し
て
、

市
に
は
被
災
者

へ
の
救
済
措

置
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
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悩み・困りごと

ご相談ください

先
週
に
続
い
て
安
倍
首
相

の
施
政
方
針
演
説
に
関
し
て

意
見
を
述
べ
て
お
き
ま
す
。

▼
東
京
か
ら

一
番
遠
い
町

鉄
道
で
７
時
間
。

「東
京

か
ら

一
番
遠
い
町
」
と
言
わ

れ
た
江
津
市

へ
の
ア
ク
セ
ス

の
実
態
は
、
東
京
８
時
12
分

発
の
の
ぞ
み
１
３
９
号
で
新

山
口
に
12
時
38
分
に
着
、
新

山
口
12
時
53
分
発
の
ス
ー
パ
ー

お
き
４
号

へ
乗
り
換
え
江
津

着
は
15
時
18
分
、
所
要
時
間

は
７
時
間
６
分
で
す
。

「鉄

道
で
」
と
の
前
提
で
す
が
、

全
国
に
は
江
津
よ
り
時
間
を

要
す
る
市
は
ほ
か
に
も
あ
り
、

九
州
の
日
豊
本
線
沿
線
は
新

幹
線
と
特
急
の
乗
り
継
ぎ
で
、

大
分
ま
で
７
時
間
17
分
、
宮

崎
ま
で
は
さ
ら
に
３
時
間
30

分
か
か
り
ま
す
。

こ
の
地
方
は
空
港
整
備
が

進
み
、
東
京

へ
の
時
間
は
短

縮
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

島
根
県
西
部
は
鉄
道
民
営
化

の
影
響
で
山
陰
本
線
は
出
雲

市
以
西
は
寝
台
特
急

『出
雲
』

が
廃
止
さ
れ
、
列
車
本
数
の

削
減
や
三
江
線
廃
止
で
さ
ら

に
不
便
に
。
高
速
道
路
の
整

備
も
立
ち
遅
れ
て
い
ま
す
。

江
津
市
を
交
通
の
谷
間
に

置
い
て
お
き
な
が
ら
、
国
政

の
重
要
演
説
で

「か
ら
か
い

半
分
」
の
よ
う
な
語
り
方
を

し
て
お
り
、
品
位
の
な
さ
を

強
く
感
じ
ま
す
。

▼
事
実
無
視
の
人
口
減
少

転
出
超
過
が
20
年
以
上
続

き
、

「人
口
の
１
割
に
あ
た

る
２
８
０
０
人
が
減
少
し
た
」

も
事
実
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２
０
０
0
年
の
国
勢
調
査

で
、
江
津
市

・
桜
江
町
の
人

口
は
合
計
２
万
９
３
７
７
人

で
す
が
、
今
年
１
月
末
で
の

人

口
は
２
万
３
１
１
６
人

（市
役
所
掲
示
板
）
で
す
。

実
際
の
人
口
減
は
６
２
６
１

人
に
達
し
て
い
ま
す
。
大
幅

に
少
な
い
数
字
を
示
し
た
意

図
は
不
明
で
す
が
、
市
町
合

併
に
よ
る
人
口
移
動
を
無
視

し
た
物
言
い
は
、
正
確
さ
を

欠
い
て
い
ま
す
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

若
者
に
よ
る
新
し
い
取
り

組
み
も
大
事
な
こ
と
で
す
が
、

そ
れ
に
頼
る
だ
け
で
は
、
自

然
減
が
進
む
中
で
人
口
減
少

を
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
企
業
誘
致
の
み
な
ら
ず
、

農
林
水
産
業
を
基
幹
産
業
と

位
置
付
け
、
地
域
の
特
性
を

活
か
す
取
り
組
み
や
、
子
育

て
支
援
な
ど
の
暮
ら
し
や
す

い
町
づ
く
り
で
の
、
真
剣
な

取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

文
責

・
佐
々
木
忠
且

首

相

施

政

方

針

演

説

の
誤

り

Ｎ
Ｈ
Ｋ

「
『
公
費
解
体
』
江
津
市

国
の
制
度
活
用
せ
ず
」

西
日
本
豪
雨
災
害
の

被
災
家
屋
解
体
補
助
の
報
道
に
つ
い
て

２
０
１
８
年
７
月
の
西
日
本
豪
雨
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が

12
日
に

「解
体

へ
の
国
の
補
助
制
度
を
江
津
市
の
み
が
活
用

し
な
か
っ
た
」
と
報
じ
ま
し
た
。



２
つ
の
事
業
を
予
定

議
員
連
絡
会
で
は
、
低
迷
を

続
け
る
有
福
温
泉
に
つ
い
て
、

空
き
旅
館
な
ど
を
活
用
し
た
事

業
プ
ラ
ン
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
の
主
な
内
容
は
、
事
業

再
生
専
門
企
業

へ
有
福
温
泉
再

生
事
業
を
委
託
し
て
、

「有
福

温
泉
ま
ち
な
か
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
し
、
空
き
家
所
有
者

へ

の
意
向
調
査

・
空
き
家
の
不
動

産
活
用
シ
ス
テ
ム
の
構
築

・
空

き
家
や
空
き
旅
館
の
建
物
調
査

な
ど
を
行
い
ま
す
。
そ
の
調
査

や
地
元
と
の
調
整
を
も
と
に
、

空
き
家

・
空
き
旅
館
を
テ
ナ
ン

ト
と
し
て
貸
し
出
す

「ま
ち
づ

く
り
会
社
」
を
設
立
。
テ
ナ
ン

ト
と
し
て
は
温
泉
付
き
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
・
カ
フ
ェ
＆
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
・
簡
易
宿
舎

・
セ

ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
て
お
り
、
資
金
面
で
は

行
政

・
金
融
機
関

・
企
業

・
地

域
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
支
援
を
受

け
る
と
し
て
い
ま
す
。

従
来
の
観
光
型
の
温
泉
か
ら
、

地
方
で
の
暮
ら
し
を
楽
し
む
滞

在
型
の
温
泉
地

へ
と
ま
る
ご
と

の
転
換
を
図
る
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
前
述
の
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
事
業
に
も
取

り
組
む
と
し
て
い
ま
す
。
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
仲
介

コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト

へ
委
託
し
て
、
企
業

本
社
か
ら
離
れ
た
場
所
に
設
置

さ
れ
た
オ
フ
ィ
ス
へ
、
都
市
部

か
ら
の
登
録
企
業
を
呼
び
込
み

ま
す
。
そ
の
た
め
、
イ
ン
フ
ラ

と
し
て
高
速
通
信
網
の
整
備
も

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
っ
て
若

者

・
女
性
の
雇
用
創
出
、
移
住

者

・
滞
在
者
の
増
加
、
交
流
人

口
の
増
加
、
商
業
の
活
性
化
、

人
材
滞
留
に
よ
る
地
域
の
活
性

化
、
新
た
な
価
値
の
創
造
、
湯

町
の
担
い
手
確
保

（環
境
美
化

運
動

・
自
主
防
災
）
、
空
き
家

の
解
消
、
有
福
温
泉
の
入
湯
客

数
増
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

各
種
の
計
画
が
進
行
中

今
年
度
、
島
根
県
が
有
福
温

泉
周
辺
整
備
計
画
を
進
め
て
お

り
、
江
津
市
も
有
福
温
泉
活
性

化
基
本
計
画
を
策
定
中
で
す
。

有
福
温
泉
に
は
防
災
上
の
問

題
や
地
域
住
民
と
の
良
好
な
関

係
構
築
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、

人
々
を
呼
び
込
み
有
福
温
泉
を

再
生
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

江
津
市
の
今
後
の
強
み
と
な
り

ま
す
。
再
生
に
向
け
た
取
り
組

み
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

２
０
２
０
年
度
は

入
所
希
望
者
が
18
人

江
津
市
立
谷
住
郷
保
育
所
で

は
、
２
０
２
０
年
度
の
入
所
予

定
者
は
谷
住
郷
地
区
が
８
人
、

川
越
地
区
が
２
人
、
市
山
地
区

が
４
人
、
川
戸
地
区
が
３
人
、

松
川
地
区
が
１
人
で
、
合
計
18

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
齢
内

訳
は
０
歳
児
が
１
人
、
１
歳
児

が
１
人
、
２
歳
児
が
５
人
、
３

歳
児
が
２
人
、
４
歳
児
が
３
人
、

５
歳
児
が
６
人
で
す
。

現
在
、
谷
住
郷
保
育
所
の
許

可
定
員
数
は
30
人
と
な
っ
て
お

り
、
市

の
子
育
て
支
援
課
は

「今
後
も
許
可
保
育
所
の
最
低

基
準
で
あ
る
20
人
の
入
所
が
見

込
め
な
い
」
と
し
て
、
２
０
２

１
年
３
月
末
で
閉
所
す
る
と
の

見
通
し
を
示
し
ま
し
た
。
２
０

１
９
年
度
３
月
末
で
の
桜
江
地

域
全
体
の
就
学
前
児
童
数
が
72

人
と
な
っ
て
お
り
、
出
生
数
が

少
な
く
今
後
も
増
え
る
見
込
み

が
な
い
こ
と
も
あ
わ
せ
て
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

谷
住
郷
保
育
所

へ
入
所

し
て
い
る
児
童
に
つ
い
て

は
、
２
０
２
１
年
４
月
以

降
は
さ
く
ら
え
保
育
園
な

ど
で
受
け
入
れ
可
能
と
し

て
い
ま
す
。
さ
く
ら
え
保

育
園
は
、
谷
住
郷
保
育
所

か
ら
約
２
㎞
の
距
離
で
あ

り
、
施
設
は
定
員
60
人
で

整
備
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
、

受
け
入
れ
は
十
分
可
能
と

し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
市
内
全
体
で

は
、
子
ど
も
の
数
は
減
少

し
て
い
る
も
の
の
、
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
は

減
少
し
て
い
ま
せ
ん

（下
図
参

照
）
。
働
き
た
い
人
が
安
心
し

て
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く

り
に
、
逆
行
す
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

出
生
率
の
向
上
は

不
動
の
目
標

市
の
最
上
位
計
画
と
な
る
第

６
次
江
津
市
総
合
振
興
計
画
案

で
も
、
市
内
の
経
済
活
動
や
生

産
活
動
の
維
持

・
増
加
に
は
、

労
働
人
口
・
生
産
人
口
の
確
保

が
必
要
と
し
て
お
り
、

市
内
外
の
人
に

「選

ば
れ
る
地
域
」
に
な
っ

た
と
し
て
も
、
人
口

の
社
会
増
だ
け
で
は

維
持

・
増
加
は
で
き

ず
、
出
生
率
の
向
上
は
避
け
て

通
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

保
育
所

・
学
校
な
ど
の
施
設

は
、
地
域
の
中
心
と
な
る
存
在

で
あ
り
、
な
く
な
っ
て
し
ま
え

ば
、
そ
の
地
域
に
子
育
て
世
代

が
暮
ら
す
条
件
が
失
わ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。

行
政
が

「保
育
の
定
員
を
市

内
全
体
で
維
持
す
れ
ば
よ
い
」

と
考
え
て
い
る
よ
う
で
は
、
本

当
の
意
味
で
の
地
方
創
生
や
福

祉
の
増
進
が
遠
の
く
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
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お

悔

や

み

申

し

あ

げ

ま

す

（敬
称
略
）

11
日

10
日

７
日

森

脇

玉

枝

西

谷

春

江

能

美

董

正

（98
）

（92
）

（77
）

渡

津

町

渡

津

町

波

子

町

有
福
温
泉
の
再
生
へ

空
き
旅
館
活
用
や

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
で
誘
致

７
日
、
江
津
市
議
会
の
議
員
連
絡
会
が
開
催
さ
れ
、
有
福
温
泉

再
生
事
業

・
江
津
市
立
谷
住
郷
保
育
所
の
閉
所
な
ど
に
つ
い
て
、

市
執
行
部
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
の
子
育
て
の
拠
点
な
の
に
…

谷
住
郷
保
育
所
の
閉
所
を
検
討

サテライトオフィス
誘致事業とは？

総務省のホームページによれば「サ

テライトオフィスとは、企業または団

体の本拠から離れた所に設置されたオ

フィスのこと。本拠を中心としてみた

時に衛星(サテライト)のように存在す

るオフィスとの意から命名されました」

と紹介されています。総務省では『お

ためしサテライトオフィス事業』を行っ

ており、サテライトオフィスの開設を

検討し「お試し勤務」を実施する企業

を募集しています。

導入のメリットとしては、都会のス

トレスから解放され生産性が向上する

ことや多様なライフスタイルを可能に

することが挙げられ、優秀な人材確保

につながるとされています。

保育サービス利用状況
乳児 延長 病後児 一時 休日

2011年 763人 6690人 74人 1210人 52人

2012年 984人 6900人 82人 1430人 125人

2013年 818人 6339人 112人 1159人 118人

2014年 872人 7237人 298人 880人 124人

2015年 897人 7174人 89人 1138人 213人

2016年 837人 6467人 96人 730人 150人

2017年 791人 6126人 106人 1184人 250人

2018年 920人 6936人 113人 1003人 317人

※第６次江津市総合振興計画案より


